
自己導尿について
私たち、富士システムズ株式会社は、日本でいち早くシリコーンの可能性に気づき、
それをいかに社会に活かしていくかと、創意工夫を重ねてきた企業です。

その歩みの中で、様々な理由により排尿が困難な患者様の生活の質の向上を目指し、
1972年シリコーン製の、人体に優しく再使用が可能な自己導尿用カテーテル
『セルフカテⓇ』を世に送り出しました。



自己導尿の歴史
B.C1000 インド 金や銀、鉄、木製の管を導尿用カテーテルとして使用（手術書「Sushruta Samhita」）
B.C  100 中国 内腔のある植物（ネギ）に漆をコーティングしてカテーテル化
B.C    30 青銅製の導管による排尿障害者の導尿
A.D1800～ 自己導尿の有用性が認識される

ゴム製カテーテル (Nelaton:ネラトン）開発
A.D1935 バルーン付きカテーテル (Foley:フォーリー)の開発

富士システムズでは
1970年 女子用シリコーン製自己導尿カテーテル（セルフカテⓇ）モニタリング
1972年 『セルフカテⓇ』製造承認取得



排尿のしくみ

【腎臓の機能】
身体の背中側の左右両側にある腎臓は、血液を
ろ過して、必要な成分を動脈に戻し不要な成分を
尿にして排出します（約1,500cc/日）。

【尿の流れ】
腎臓で産生された尿は、尿管を通り膀胱に運ばれ
尿道を通って、体外に排出されます（排尿）。



排尿障害（尿閉）

【膀胱・尿道の病気】
尿道狭窄や前立腺肥大症などの疾患によって、尿の流れが阻害される。

【排尿神経の障害】
・骨盤内臓器の手術後の排尿神経障害。
・脳梗塞、脊髄損傷、腰椎ヘルニア等による
脳神経の伝達異常。

自己導尿の選択
排尿機能障害

前立腺肥大症

腰椎ヘルニア

腰椎ヘルニア

脊髄損傷 骨盤内手術

糖尿病尿道狭窄



自己導尿のメリット



自己導尿のメリット

５～６回/日

















自己導尿カテーテルについてのQ&A

Ｑ:消毒液（保存液）の交換頻度は?
Ａ:一日一回を目安に交換してください。

Ｑ:消毒液は何を使えば良い?
Ａ:0.02～0.05％塩化ベンザルコニウム・グルセリン滅菌製剤 （オスバン液）

例:グリセリンＢＣ液「ヨシダ」、グリセリンＢＣ液60％「ケンエー」
0.02～0.05％塩化ベンゼトニウム・グリセリン滅菌製剤 (ハイアミン液）

＜使用禁忌の消毒液＞
・ヨウ素系消毒薬（ポピドンヨード）
→先端部脱落の危険性があります。

・グルコン酸クロルヘキシジン（ヒビテン液）
→膀胱、膣、口腔などの粘膜や創傷部位使用によるｱﾅﾌﾗｷｼｰｼｮｯｸの発現報告があります。



自己導尿カテーテルについてのQ&A
Ｑ:消毒液の処方は?
Ａ:参考情報ですが、塩化ベンゼトニウムや塩化ベンザルコニウムは、10％濃度で

販売されているので、0.02％濃度にするためにはグリセリン等にて500倍希釈を、
0.05％にするためにはグリセリン等にて200倍希釈します。なお、グリセリン100％
で希釈するより水を加えてグリセリン濃度を90％程度にして希釈する方が殺菌作
用が高いとする文献もあります。
事実、ヨシダ製薬様で販売しているグリセリンＢＣ液のグリセリン濃度は、
84.0～87.0％です。

＜勘違いにご用心＞
【10倍液を作るために、原液の10倍の希釈水を加える】 これは間違った計算方法です!
上記10%濃度の塩化ベゼトニウムを用いて、0.02％の溶液を500ｍL作る時、加えるグリセリンの量は?
考え方:500mLの中に何mLの塩化ベンゼトニウムが含まれた溶液を作るか?（総量は500mL)
式 :10÷0.02＝500（500倍溶液を作る）

500÷500＝1(mL)
500-1=499(mL)   加えるグリセリン量は499mLが正解です。



自己導尿カテーテルについてのQ&A

Ｑ:指導管理料及び材料費請求
Ａ:在宅自己導尿指導管理料 1,400点

材料費:C163特殊カテーテル加算
１．再使用カテーテル（400点/月）に該当します。

＜補足＞
医療機関が保険請求する指導管理料（1,400点)には、患者に支給する衛生材料が含
まれています。
患者様は、衛生材料が含まれた当該指導管理料の３割（患者様によっては１割又は２割）
を負担し、残りは患者が加入している保険者より医療機関に支払われるので、医療機関は、
指導管理に必要な衛生材料を患者に支給する義務があります。



自己導尿カテーテルについてのQ&A

Ｑ:セルフカテの廃棄方法は?
Ａ:環境省より、家庭から出る医療廃棄物の出し方というパンフレットが出ています。

それによりますと、セルフカテは可燃物として廃棄することが可能とされています。
廃棄の際には、内袋にいれ液漏れが生じないようしっかり封じて、他の可燃物と共
にゴミ袋に入れて廃棄するよう指導されています。
ただし、市町村によっては当該方法でゴミ回収を行っていない場合もあるので、予
め居住地の市町村のＨＰ等でご確認ください。



自己導尿カテーテルについてのQ&A

Ｑ:セルフカテの保存ケースに入れる消毒液の適切な量は?
Ａ: 製品番号 製品名称・規格 保存ケースへの消毒液容量

0151714 女児用標準（9FR、OD:3.0） 5mL

0151306 女子用標準（12FR、OD:4.0） 4mL

0151307 女子用標準太（14FR、OD:4.7） 4mL

0152506 女性用ワンタッチ（12FR、OD:4.0） 4mL

0151356 女子用簡単キャップ（12FR、OD:4.0） 17mL

0151704 男児用標準（9FR、OD:3.0） 10mL

0151406 男子用標準（12FR、OD:4.0） 9mL

0151416 男子用EX（12FR、OD:4.0） 9mL

0151408 男子用標準太（12FR、OD:4.0） 8mL

0151418 男子用太EX（15FR、OD:5.0） 8mL

0152006 男子用標準L（12FR、OD:4.0） 12mL

0152016 男子用標準LEX（12FR、OD:4.0） 12mL

0152007 男子用標準L太（12FR、OD:4.0） 10mL

0152017 男子用標準太LEX（15FR、OD:5.0） 10mL

0152606 男性用ワンタッチ（15FR、OD:5.0） 9mL

0153106 男子用チーマン型（12FR、OD:4.0） 9mL

0151456 男子用簡単キャップ（12FR、OD:4.0） 33mL



Ingenuity in action
私たちが大切にする “Ingenuity in action”
この言葉には、“つねに探究心を持ち創意工夫を続けよう”という意味が込められています。
いのちを救いたいと願う医師の方々の想いに共鳴し患者さまのことを最愛の家族のように考える。
その熱意が、私たちの創意工夫のエンジンとなり想像を超えるひらめきが生まれる。
“Ingenuity in action”

私たちの創業から続く遺伝子をこれからも心に宿し、これまでできなかったことを
「できる」へと変えていこうと思います。


